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１ 第６次長久手市総合計画（ながくて未来図）とは

「第６次長久手市総合計画（ながくて未来図）」とは、本市が目指すまちの姿

やそれを実現するための施策を示した「まちづくりの指針」となる大切な計画

であり、「基本構想」「基本計画」「アクションプラン」の３つの階層で構成され

ます。

【第６次長久手市総合計画（ながくて未来図）の構成】

基本構想：目指すまちの姿を示したもの。「まち全体の将来像」と分野ごとの具体的な目指す
まちの姿「基本目標」、基本目標実現のためにすべきこと「政策」からなる。

基本計画：基本目標を実現するための「施策」の基本的な方向性を体系的に示したもの。

市民まちづくり計画：基本構想実現のために市民が取り組むもの（＝市民アクション）をまと
めたもの。

「基本計画」と「市民まちづくり計画」は、基本構想を実現するための両輪として連動して

いきます。各基本目標及び政策に沿って、基本計画では施策を、市民まちづくり計画では

市民アクションを実行していくことにより、基本構想の実現を目指します。
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２ アクションプランの概要

⑴ アクションプランとは

アクションプランとは、基本構想を実現するための基本計画にひも付く

「事業」の実施行程をまとめたもので、毎年度、進捗管理し、新しい要素を

加えたり、見直しを行ったりすることで、柔軟な計画の推進を図ります。

⑵ 計画期間

２０２４年度を初年度とする２０２８年度までの５年間

⑶ 対象事業数

１６４事業（再掲２０事業を含む）

⑷ 事業計画

アクションプランには、基本構想に掲げる基本目標を実現するための具体

的な事業を記載しており、２０２４年度から２０２８年度までの５か年の事

業計画は、別表のとおりです。

基本目標１ 「やってみたい」でつながるまち

基本目標２ 子どもが元気に育つまち

基本目標３ みんなで未来へつなぐ 緑はまちの宝物

基本目標４ 誰もがいきいきと安心して暮らせるまち

基本目標５ いつでも どこでも 誰とでも 広がる交流の輪

基本目標６ あえて歩いてみたくなるまち

※「基本目標７ 市民から信頼される市政の運営」は、上記６つの基本目標の施策を

効果的に推進するためのあり方を示したものであるため、これにひも付くアクション

プランの事業はありません。
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⑸ 言葉の定義

「準備」：各種調査や構想策定等、様々な角度で実施に向けて、検討・準備

している段階

「着手」：主にハード事業において、工事等が始まった段階

「実施」：主にソフト事業において、事業が始まった段階

「継続」：着手もしくは実施後、その事業が続いている段階

「拡充」：「継続」のうち、今までの事業内容を充実する年度は、「拡充」と

記載

「完了」：目的が達成され、事業が完了した段階

「見直」：事業の内容を再検討する段階

⑹ 主要施策

市の将来像「幸せが実感できる 共生のまち 長久手」の実現に向けて、

特に市として力を入れていく３つの方向性を示し、その方向性に合致する

施策を「主要施策」として掲げ、それらに該当する事業を優先的に取り組

んでいきます。

主要施策に該当する事業については、事業計画の備考欄に、どの方向性

に合致するのかを記載します。

主要施策の方向性 施策名

方

向

性

Ⅰ

一人ひとりに生きがいが

あり、元気で活躍できる

まちづくり

★地域の担い手づくりの推進

★高齢者に役割と居場所があるまちづくり

★若者の想いを支える仕組みづくり

★誰もが活躍できる地域づくり

方

向

性

Ⅱ

多様な人がつながり、

支え合うまちづくり

★地域における活動の場の整備と活用

★子どもたち一人ひとりに応じた支援体制の推進

★地域の子育てネットワークづくりの推進

★安心して子どもが過ごせる場の整備

★くらしを支える生活基盤の充実

★市民による助け合い・支え合いの地域づくりの推進

方

向

性

Ⅲ

緑あふれる潤いのある

まちづくり

★豊かな自然環境の保全・活用

★まちの緑の創出

★水辺に親しめる環境の整備

★良好な住環境の形成
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３ 進行管理と活動指標

⑴ 指標の設定

アクションプランの進行管理を行うため、事業ごとに活動指標による目標

値を設定します。

⑵ 進行管理の方法

アクションプランについては、行政評価を活用し、毎年度、活動数値の

実績を把握します。

また、毎年度、新しい要素を加えたり、進捗状況に応じて見直しを行った

りします。

⑶ 全面見直し

２０１９年度から２０２３年度までの前期アクションプランの内容を全面

的に見直し、２０２４年度から２０２８年度までの後期アクションプランを

策定しました。

⑷ 事業実施上の留意点

アクションプラン事業の実施については、社会情勢や財政事情の変化等に

より、実施不可能、又は次年度への繰越実施若しくは新たに実施すべき緊急

の事業が生じた場合には、基本計画の範囲内で弾力的に運用します。
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アクションプラン事業一覧（基本目標、政策、施策で分類）

基本目標１　「やってみたい」でつながるまち
政策１　地域共生を支える人づくり
施策⑴　地域の担い手づくりの推進
・ まちづくり協議会設立運営支援事業 地域共生推進課 ・・・ 9
・ 市民活動支援補助事業 地域共生推進課 ・・・ 9
・ 生活支援体制整備事業 長寿課 ・・・ 9

施策⑵　地域における活動の場の整備と活用
・ 地域共生ステーション整備事業 地域共生推進課 ・・・ 9
・ 居場所支援事業 地域共生推進課 ・・・ 9

施策⑶　市民活動や地域活動に参加しやすい環境づくり
・ ながくて地域スマイルポイント事業 福祉政策課 ・・・ 10
・ 市民活動支援補助事業【再掲】 地域共生推進課 ・・・ 10
・ 市民活動評価検証事業【新規】 地域共生推進課 ・・・ 10

政策２　「やってみたい」が実現できる仕組みづくり
施策⑴　高齢者に役割と居場所があるまちづくり
・ ワンコインサービス事業 長寿課 ・・・ 10

施策⑵　若者の想いを支える仕組みづくり
・ 学生まちづくり活動支援事業 観光商工課 ・・・ 11
・ 子どもチャレンジ事業 教育総務課 ・・・ 11

施策⑶　誰もが活躍できる地域づくり
・ 生涯学習推進事業 生涯学習課 ・・・ 11
・ 創業支援事業 観光商工課 ・・・ 11
・ 男女共同参画推進事業（女性活躍推進） 観光商工課 ・・・ 11
・ 商工会支援事業 観光商工課 ・・・ 11
・ 多文化共生社会事業 観光商工課 ・・・ 12
・ 国際交流協会支援事業 観光商工課 ・・・ 12
・ 男女共同参画推進事業 観光商工課 ・・・ 12

基本目標２　子どもが元気に育つまち
政策１　妊娠から出産・子育てまでの切れ目のない支援
施策⑴　子どもたち一人ひとりに応じた支援体制の推進
・ こども条例制定事業【新規】 子ども政策課 ・・・ 13
・ こども計画策定事業【新規】 子ども政策課 ・・・ 13
・ 児童発達支援センター事業 子ども家庭課 ・・・ 13
・ こどもの発達相談室事業 子ども家庭課 ・・・ 13
・ 就労支援コーディネート事業 子ども家庭課 ・・・ 13
・ 家庭児童相談事業 子ども家庭課 ・・・ 14
・ 養育支援訪問事業 子ども家庭課 ・・・ 14
・ スクールソーシャルワーカー活用事業 教育総務課 ・・・ 14
・ 教育支援センター事業 教育総務課 ・・・ 14
・ 子どもの生活学習支援事業 子ども家庭課 ・・・ 14
・ 子ども医療費支給拡大事業 保険医療課 ・・・ 15
・ 子ども食堂運営支援事業 子ども家庭課 ・・・ 15
・ 保幼小中交流事業 教育総務課 ・・・ 15

施策⑵　安心して出産できる環境の充実
・ 産休明け保育事業 子ども未来課 ・・・ 15
・ 産前産後サポーター派遣事業 子ども家庭課 ・・・ 15
・ 産後ケア事業 子ども家庭課 ・・・ 16
・ 低所得妊婦初回健診費助成事業 子ども家庭課 ・・・ 16

施策⑶　子育て情報の整理と提供
・ 子育てコンシェルジュ事業 子ども未来課 ・・・ 16
・ 母子保健コーディネーター事業 子ども家庭課 ・・・ 16

政策２　子どもを通じて育て合い育ち合うまちづくり
施策⑴　地域の子育てネットワークづくりの推進
・ コミュニティスクール事業 教育総務課 ・・・ 16
・ 保育園児童館等地域交流事業 子ども未来課 ・・・ 17
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・ 子育て支援センター事業 子ども家庭課 ・・・ 17
・ 未就園児地域交流事業 子ども未来課 ・・・ 17

政策３　子どもの健やかな成長を支える環境の整備
施策⑴　子どもが主体的に学ぶ機会の創出
・ 英語教育充実事業 教育総務課 ・・・ 17
・ 文化芸術アウトリーチ事業 生涯学習課 ・・・ 17
・ 平成こども塾体験学習事業 みどりの推進課 ・・・ 18
・ 子ども読書活動推進事業 中央図書館 ・・・ 18
・ 読み聞かせボランティア活動推進事業 中央図書館 ・・・ 18
・ 保育園給食巡回指導事業 給食センター ・・・ 18

施策⑵　安心して子どもが過ごせる場の整備
・ 地域型保育事業支援事業 子ども未来課 ・・・ 18
・ 市が洞保育園施設改修事業 子ども未来課 ・・・ 18
・ 放課後の子どもの居場所拡充事業 子ども未来課 ・・・ 19
・ 小中学校施設大規模改修事業 教育総務課 ・・・ 19
・ 保育園自園調理事業 子ども未来課 ・・・ 19
・ アレルギー対応給食提供事業 給食センター ・・・ 19

基本目標３　みんなで未来へつなぐ　緑はまちの宝物
政策１　万博理念を継承した自然との共生
施策⑴　豊かな自然環境の保全・活用
・ 里山保全管理活用事業 みどりの推進課 ・・・ 20
・ 緑道維持管理事業 みどりの推進課 ・・・ 20
・ 里山保全管理活用事業　【再掲】 みどりの推進課 ・・・ 20
・ 長久手版プレーパーク事業 みどりの推進課 ・・・ 20
・ 自然環境保全事業 環境課 ・・・ 20
・ 自然環境保全活動支援事業 環境課 ・・・ 20

施策⑵　自然に愛着を持つ地域づくりの推進
・ 自然環境調査事業 環境課 ・・・ 21
・ 自然環境保全人材育成事業 環境課 ・・・ 21
・ 平成こども塾体験学習事業　【再掲】 みどりの推進課 ・・・ 21

施策⑶　まちの緑の創出
・ 花いっぱい事業【新規】 みどりの推進課 ・・・ 21

施策⑷　水辺に親しめる環境の整備
・ 香流川植栽整備事業 みどりの推進課 ・・・ 21

政策２　農あるくらしの推進
施策⑴　農の活性化に向けた支援
・ 有害鳥獣対策事業 みどりの推進課 ・・・ 22
・ 農業用施設改修事業 みどりの推進課 ・・・ 22
・ 給食食材生産会事業 みどりの推進課 ・・・ 22
・ 田園バレー事業 みどりの推進課 ・・・ 22

施策⑵　農の多様な担い手の育成
・ アグリサポート振興事業 みどりの推進課 ・・・ 22
・ 新規就農支援事業 みどりの推進課 ・・・ 22
・ 農福連携事業 福祉課 ・・・ 23

政策３　地球にやさしい持続可能な社会の構築
施策⑴　くらしの低炭素化の推進
・ 地球温暖化対策設備導入促進事業 環境課 ・・・ 23
・ 剪定枝粉砕機無償貸出事業 みどりの推進課 ・・・ 23
・ 接道緑化設置補助事業 みどりの推進課 ・・・ 23
・ 環境配慮行動促進事業 環境課 ・・・ 23

施策⑵　ごみの減量化・資源化
・ 循環型社会推進事業 環境課 ・・・ 24

基本目標４　誰もがいきいきと安心して暮らせるまち
政策１　住み慣れた場所で安心して暮らすことができる地域づくり
施策⑴　くらしを支える生活基盤の充実
・ 地域共生社会推進事業 地域共生推進課 ・・・ 25
・ 生活支援体制整備事業　【再掲】 長寿課 ・・・ 25
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・ 計画相談支援等推進事業補助事業 福祉課 ・・・ 25

・ 地域共生社会推進事業（相談支援・参加支援）
地域共生推進課
福祉政策課

・・・ 26

・ 包括的支援情報連携事業 地域共生推進課 ・・・ 26
・ 地域活動支援センター運営事業 福祉課 ・・・ 26
・ 就労支援モデル事業　【新規】 福祉課 ・・・ 26
・ 避難行動要支援者支援事業 福祉政策課 ・・・ 27
・ 障がい者コミュニケーション支援事業 福祉課 ・・・ 27
・ 聴覚障がい者アクセシビリティ向上事業 福祉課 ・・・ 27
・ 介護職員確保事業 長寿課 ・・・ 27
・ 多文化共生社会事業　【再掲】 観光商工課 ・・・ 27
・ 平和行政事業 行政課 ・・・ 27

施策⑵　地域と一体となった防災力の向上
・ 防災士育成促進事業 安心安全課 ・・・ 28
・ 自主防災活動支援事業 安心安全課 ・・・ 28
・ 岩作旧市街地狭隘道路整備事業 土木課 ・・・ 28
・ 中根狭隘道路対策事業 土木課 ・・・ 28
・ 耐震性貯水槽設置事業 安心安全課 ・・・ 28
・ 消防署指導実働型定期訓練事業 安心安全課 ・・・ 28
・ 文化の家施設整備事業（特定天井） 生涯学習課 ・・・ 28
・ 消防署指導実働型定期訓練事業【再掲】 安心安全課 ・・・ 29
・ 住宅耐震事業 都市計画課 ・・・ 29
・ 自主防災活動支援事業【再掲】 安心安全課 ・・・ 29

施策⑶　交通安全・防犯の推進
・ 自主防犯活動支援事業 安心安全課 ・・・ 29
・ 交通安全啓発事業 安心安全課 ・・・ 29

政策２　地域の課題をみんなで解決
施策⑴　市民による助け合い・支え合いの地域づくりの推進
・ 地域共生社会推進事業（地域づくり） 地域共生推進課 ・・・ 30
・ 地域共生社会推進事業（地域づくり）　【再掲】 地域共生推進課 ・・・ 30
・ ワンコインサービス事業【再掲】 長寿課 ・・・ 30
・ 居場所支援事業【再掲】 地域共生推進課 ・・・ 31

施策⑵　市民が気軽に身近で相談できる場づくり

・ 地域共生社会推進事業（相談支援・参加支援）【再掲】
地域共生推進課
福祉政策課

・・・ 31

・ 包括的支援情報連携事業　【再掲】 地域共生推進課 ・・・ 31
・ 地域子育て相談事業 子ども家庭課 ・・・ 31
・ 居場所支援事業【再掲】 地域共生推進課 ・・・ 32

政策３　いくつになっても元気でいきいきと輝けるくらしの推進
施策⑴　市民の健康づくり
・ ３９歳以下健診事業 健康推進課 ・・・ 32
・ 健康マイレージ事業 健康推進課 ・・・ 32
・ 健康づくり教室事業 健康推進課 ・・・ 32
・ 重症化予防事業 保険医療課 ・・・ 32
・ 居場所支援事業　【再掲】 地域共生推進課 ・・・ 33
・ 帯状疱疹ワクチン予防接種費用助成事業 健康推進課 ・・・ 33
・ 地域保健活動事業 健康推進課 ・・・ 33
・ 愛知医科大学連携事業 健康推進課 ・・・ 33
・ 食の健康推進事業 健康推進課 ・・・ 33

施策⑵　介護予防の推進
・ 地域いきいきライフ推進事業 長寿課 ・・・ 34
・ 認知症理解普及啓発事業 長寿課 ・・・ 34
・ 高齢者配食サービス事業 長寿課 ・・・ 34

施策⑶　健康づくりの環境の整備
・ 福祉の家公民連携推進事業 企画政策課 ・・・ 34
・ スポーツの杜再整備事業 生涯学習課 ・・・ 34
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基本目標５　いつでも　どこでも　誰とでも　広がる交流の輪
政策１　まちの資源を生かした市民同士の交流の促進
施策⑴　歴史の次世代への継承
・ 古戦場公園再整備事業 生涯学習課 ・・・ 35
・ 歴史民俗体験施設整備事業 生涯学習課 ・・・ 35
・ 地域資料収集事業 中央図書館 ・・・ 35

施策⑵　文化芸術による交流
・ 文化芸術アウトリーチ事業　【再掲】 生涯学習課 ・・・ 35
・ 文化芸術ワークショップ事業 生涯学習課 ・・・ 36
・ アートのまちフェスティバル事業 生涯学習課 ・・・ 36
・ 芸術鑑賞事業 生涯学習課 ・・・ 36
・ アートスクール事業 生涯学習課 ・・・ 36
・ 創造スタッフ創造活動事業 生涯学習課 ・・・ 36
・ 市民企画支援事業 生涯学習課 ・・・ 37

施策⑶　スポーツを楽しむ環境の整備
・ スポーツの杜再整備事業　【再掲】 生涯学習課 ・・・ 37

政策２　観光交流まちづくりの推進
施策⑴　観光交流スタイルの確立
・ リニモテラスにぎわい創出事業 観光商工課 ・・・ 37
・ 観光PR事業 観光商工課 ・・・ 37
・ 観光交流協会支援事業 観光商工課 ・・・ 38
・ 地域間交流事業 観光商工課 ・・・ 38

施策⑵　魅力が広がる情報発信
・ 観光PR事業【再掲】 観光商工課 ・・・ 38

基本目標６　あえて歩いてみたくなるまち
政策１　外出しやすい環境の整備
施策⑴　公共交通の利便性の向上
・ 公共交通ネットワーク構築事業 企画政策課 ・・・ 39
・ 巡回バス運行再編事業 安心安全課 ・・・ 39
・ デマンド型交通実証実験事業 安心安全課 ・・・ 39

施策⑵　安心して移動できる道路の整備
・ 下川原下山１号線整備事業 土木課 ・・・ 39
・ 浮江隅田２号線外拡幅事業 土木課 ・・・ 39
・ 市道中川原段ノ上１号線外道路拡幅事業【新規】 土木課 ・・・ 40
・ 岩作旧市街地狭隘道路整備事業　【再掲】 土木課 ・・・ 40
・ 中根狭隘道路対策事業　【再掲】 土木課 ・・・ 40

政策２　暮らして心地よい生活環境の形成
施策⑵　都市基盤施設の充実
・ 下山土地区画整理事業 都市計画課 ・・・ 40
・ 卯塚墓園整備事業 環境課 ・・・ 40
・ 旧香流苑緑地再整備事業【新規】 みどりの推進課 ・・・ 40
・ 都市公園市民協働事業 みどりの推進課 ・・・ 41
・ 公園長寿命化事業 みどりの推進課 ・・・ 41
・ 橋梁長寿命化事業 土木課 ・・・ 41

・ 下水道施設長寿命化等事業 下水道課 ・・・ 41

・ 杁ケ池公園改修事業 生涯学習課 ・・・ 41
・ 舗装修繕事業 土木課 ・・・ 41
・ 文化の家施設整備事業（一部改修） 生涯学習課 ・・・ 42
・ せせらぎの径再整備事業 みどりの推進課 ・・・ 42
・ 文化の家修繕・改修工事実施事業【新規】 生涯学習課 ・・・ 42
・ 中央図書館設備等修繕・改修工事実施事業【新規】 中央図書館 ・・・ 42
・ 都市再生整備計画作成事業【新規】 都市計画課 ・・・ 42

施策⑶　良好な住環境の形成
・ 街路樹市民管理事業 みどりの推進課 ・・・ 43
・ 香流川植栽整備事業　【再掲】 みどりの推進課 ・・・ 43
・ 空家等対策推進事業 都市計画課 ・・・ 43
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基本目標１　「やってみたい」でつながるまち

政策１　地域共生を支える人づくり

施策⑴　地域の担い手づくりの推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２組織
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

７団体
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

施策⑵　地域における活動の場の整備と活用

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４箇所
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４箇所
目標値
(2028)

項目

概ね各小学校区単位ごとのまちづくり組織の
数【累計】

６組織

みんなでつくるまち活動補助団体数【単年】

１０団体

高齢者が自立した生活を送るために、生活支
援コーディネーターが支援した人数【単年】

４０人

ア 1

まちづくり
協議会設立
運営支援事
業

概ね小学校区単位ご
とに、地域コミュニ
ティの活性化や地域
課題の解決を目的と
したまちづくり組織
の設置及び運営を支
援します。

ウ 1
生活支援体
制整備事業

介護や生活支援が必
要になっても、住み
慣れた地域で安心し
て暮らせるよう、介
護予防の取組や簡単
な支援を地域で提供
できる体制づくりを
行います。

指標

イ 1
市民活動支
援補助事業

市民主体のまちづく
りを進めるため、地
域の課題を解決する
市民活動を支援しま
す。

項目

地域共生ステーション設置数【累計】

６箇所

ア 1
地域共生ス
テーション
整備事業

1
居場所支援
事業

いきいきと健やかに
暮らせるまちづくり
のため、誰もが気軽
に立ち寄れ、地域の
相談窓口としての機
能等も備えた居場所
（拠点）の情報を収
集及び発信し、必要
に応じて運営費等の
補助を行います。

指標

居場所（拠点）登録数【累計】

１６箇所

イ

地域共生
推進課

方向性Ⅱ

概ね小学校区単位の
地域に、自治会をは
じめ、子ども会やシ
ニアクラブ、企業、
NPO、各種活動団体
等が、地域のために
様々な取組を行う拠
点となる施設を整備
します。

地域共生
推進課

方向性Ⅰ

指標

地域共生
推進課

方向性Ⅰ

指標

長寿課 方向性Ⅰ

指標

地域共生
推進課

別表

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。

9



施策⑶　市民活動や地域活動に参加しやすい環境づくり

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 見直 見直 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５５９人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

７団体
目標値
(2028)

行程 ― 実施 完了 ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

政策２　「やってみたい」が実現できる仕組みづくり

施策⑴　高齢者に役割と居場所があるまちづくり

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１２９人
目標値
(2028)

項目

みんなでつくるまち活動補助団体数【単年】

ア 1

ながくて地
域スマイル
ポイント事
業

市民活動参加のきっ
かけづくりのため、
市民活動に参加した
人に対してポイント
を付与し、貯まった
ポイントを、交換品
に換えることができ
る事業を行います。

指標

ポイント交換者数【単年】

５５０人

1
市民活動支
援補助事業
【再掲】

長寿課

市民主体のまちづく
りを進めるため、地
域の課題を解決する
市民活動を支援しま
す。

１０団体

イ 2
市民活動評
価検証事業
【新規】

項目

ア 1
ワンコイン
サービス事
業

高齢者に役割と居場
所があり、また住み
慣れた家で安心して
暮らし続けられる地
域づくりを推進する
ため、在宅高齢者の
軽度な日常生活の困
りごとを、地域の有
償ボランティアが支
援する事業を行いま
す。

指標

１５０人

地域共生
推進課

方向性Ⅰ

福祉政策
課

方向性Ⅰ

イ

指標

有償ボランティア（支援者）の人数【累計】

これまで実施してき
た市民活動を支援す
る施策や現状の課題
についての検証を行
います。検証結果を
踏まえ、市民の多様
な力を引き出し次世
代のまちづくりの担
い手を発掘、育成す
るために必要な体制
や仕組みについて検
討します。

地域共生
推進課

方向性Ⅰ

指標

連携しているコーディネーター数【単年】

８人

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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施策⑵　若者の想いを支える仕組みづくり

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４５件
目標値
(2028)

行程 見直 ― ― ― ―

基準値
(2023)

５人
目標値
(2028)

施策⑶　誰もが活躍できる地域づくり

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１１回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１２人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

９０件
目標値
(2028)

創業支援セミナー参加者数【単年】

１７人

観光商工
課

観光商工
課

１１５件

指標

指標

経営発達支援事業支援件数【単年】

創業支援事
業

日進市、豊明市、東
郷町と共同で認定を
受けている「創業支
援事業計画」に基づ
き、４市町と４商工
会で連携し、創業希
望者や創業間もない
人を対象としたセミ
ナーを行います。

エ

イ

ウ

方向性Ⅰ

大学連携事業実施件数【単年】

取組人数【単年】1
子どもチャ
レンジ事業

指標

指標

女性の活躍推進について調査・取材・周知を
行った件数【累計】

３件

公民館講座開講数【単年】

１０回

指標

1
商工会支援
事業

市内商工業者の活性
化を目的として、長
久手市商工会に対
し、事業者の育成や
事業者同士の連携を
図る経営発達支援事
業に必要な支援を行
います。

1
生涯学習推
進事業

市民が生涯学習への
関心を高め、学習意
欲を持つきっかけと
なるような生涯学習
講座を開講します。
また、講師と受講生
が協働して講座運営
を行います。

1

1

男女共同参
画推進事業
（女性活躍
推進）

あらゆる分野で性別
にかかわらず誰もが
活躍できる社会を目
指し、理解促進・啓
発活動等を行いま
す。

観光商工
課

生涯学習
課

教育総務
課

項目

ア

項目

1
学生まちづ
くり活動支
援事業

市内４大学および周
辺大学と連携し、大
学の持つ知的財産や
人材、学生の持つ若
い力を生かすための
仕組みづくりに取り
組み、学生のまちづ
くり活動を支援しま
す。

ア

観光商工
課

―

イ

子どもが抱いた
「夢」や「学習」等
に対して、子ども自
ら課題を見つけ、達
成する過程で主体性
を育成する取組を行
います。

４５件

指標

方向性Ⅰ

方向性Ⅰ

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

7,830人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

８件
目標値
(2028)

指標

指標

観光商工
課

指標

観光商工
課

国際交流協会が実施する多文化共生推進事業
への参加者数【単年】

６，８００人

多文化共生促進事業数【単年】

カ 1
男女共同参
画推進事業

あらゆる分野で性別
にかかわらず誰もが
活躍できる社会を目
指し、理解促進・啓
発活動等を行いま
す。

観光商工
課

４０件

男女共同参画推進に係る啓発事業の件数【累
計】

項目

多文化共生
社会事業

外国人市民のニーズ
や国際情勢、本市に
おける多文化共生の
実態を把握し、外国
人市民が地域の一員
として活躍・生活す
ることができるよ
う、多文化共生の地
域づくりや国際交流
意識の醸成に取り組
みます。

2
国際交流協
会支援事業

多文化共生の地域づ
くりや国際理解・交
流の促進に取り組む
ため、長久手市国際
交流協会への支援と
連携を行います。

1

オ
９回

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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基本目標２　子どもが元気に育つまち

政策１　妊娠から出産・子育てまでの切れ目のない支援

施策⑴　子どもたち一人ひとりに応じた支援体制の推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 ― 準備 完了 ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

行程 ― 準備 完了 ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２０人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

８０件
目標値
(2028)

行程 実施 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

1
こどもの発
達相談室事
業

指標

指標

関係機関と連携して支援した件数【単年】

８０件

１日あたりの通所者数【単年】

イ

2
就労支援
コーディ
ネート事業

長久手市内在住の
中･高校生のうち、
障がいのある方や、
グレーゾーンの方に
対して、本人の能力
や将来の希望につい
て改めて整理し、進
路･就職について考
える機会をつくりま
す。

―
こども計画
策定事業
【新規】

こども基本法に規定
する「市町村こども
計画」について、社
会情勢及び地域の変
化を踏まえつつ、本
市におけるニーズや
課題等を把握・整理
し「(仮称)長久手市
こども計画」を策定
します。

ア 方向性Ⅱ

出生から就園、就
学、就業へと切れ目
のない療育支援体制
の整備、保健・医
療・福祉・保育・教
育といった関係機関
との連携強化を目的
に設置します。児童
の発達に関する相談
窓口の充実、早期療
育へのつなぎを行い
ます。

子ども家
庭課

方向性Ⅱ

子ども家
庭課

子ども家
庭課

方向性Ⅱ

指標

１日あたりの参加者数【単年】

１０人

２０人

障がいのある就学前
児童に対し、独立自
活に必要な知識技能
の付与、集団生活へ
の適応のための訓練
などを行います。

項目

1
児童発達支
援センター
事業

指標

計画の策定【累計】

計画策定

子ども政
策課

―
こども条例
制定事業
【新規】

こどもの権利を保障
し、本市のこども施
策を推進することを
主たる目的として、
令和８年度中の制定
を目指し、「(仮称)
長久手市こども条
例」の制定準備を進
めます。

子ども政
策課

指標

条例の制定【累計】

条例制定

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

６４件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

週１回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４箇所
目標値
(2028)

ひとり親家庭等の子
どもに対し、学習支
援や生活相談、生活
習慣の取得を目的と
した、子どもの生
活・学習支援事業を
行います。

子ども家
庭課

1
教育支援セ
ンター事業

不登校児童生徒が教
育支援センターで安
心して過ごせるよ
う、指導員やカウン
セラーを適正に配置
し、相談体制を充実
します。また、家庭
にいる不登校児童生
徒に対して、学校や
関係機関との連携を
図り、家庭訪問等学
校への復帰に必要な
支援を行います。

オ

2
子どもの生
活学習支援
事業

指標

指標

実施箇所数【単年】

４箇所

教育総務
課

教育総務
課

方向性Ⅱ

家庭相談員の適正配置【単年】

３人

指標

相談件数【単年】

４８件

スクールソーシャル
ワーカーが様々な課
題を抱えた児童生徒
に対し、当該児童生
徒が置かれた環境へ
働きかけたり、関係
機関等とのネット
ワークを活用したり
するなど、多様な支
援方法を用いて、課
題解決を図ります。

養育支援訪
問事業

指標

1
家庭児童相
談事業

子どもの養育等、
様々な困難に直面し
ている家庭を総合的
に支援します。要保
護児童等への支援を
はじめ、ＤＶ防止対
策の充実を図りま
す。

指標

ウ 養育支援が必要と
なっている家庭に対
して、保健師の訪問
による指導助言等を
実施することで、
個々の家庭に抱える
養育上の問題の解
決、軽減を図りま
す。

子ども家
庭課

子ども家
庭課

項目

エ 1

スクール
ソーシャル
ワーカー活
用事業

2

スクールソーシャルワーカーの配置人数【単
年】

３人

スクールソーシャルワーカーとの定期連絡会
実施回数【単年】

週１回

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程
実施・
完了

― ― ― ―

基準値
(2023)

０人
目標値
(2024)

行程 実施 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３回
目標値
(2028)

施策⑵　安心して出産できる環境の充実

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４園
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１８２回
目標値
(2028)

保育園における、産
後57日目からの産休
明け保育を実施しま
す。

相互の現場の状況を
理解し、指導に生か
すため、保育士や幼
稚園教諭と小学校教
員の情報交換会を行
います。また、就学
や進学に向けた不安
を解消するため、新
入学児童生徒が学校
を見学する機会を設
けます。

指標

イ 利用回数【単年】

1
子ども医療
費支給拡大
事業

指標

子どもの疾病または
負傷時に必要な医療
を適切に受けられる
よう医療費の自己負
担分を支給する子ど
も医療費支給事業に
ついて、令和６年１
０月１日から通院に
係る医療費の支給対
象者を高校生世代ま
で拡大します。

項目

カ

補助金を支給した事業者の数【単年】

３団体

子ども家
庭課

子ども医療費支給拡大による高校生世代への
受給者証の発行者数【単年】

２，０４６人

指標

子ども家
庭課

教育総務
課

子ども未
来課

保険医療
課

６園

３７４回

３回

2

キ

ア

1

1
産休明け保
育事業

項目

子ども食堂
運営支援事
業

子どもの健全育成の
ため、生活に困窮す
る世帯、ひとり親家
庭等の支援を必要と
する地域の子どもを
広く受け入れ、無料
又は廉価で食事を提
供する事業を運営す
る団体に対し、予算
の範囲内において補
助金を交付し、当該
事業の安定的かつ継
続的な運営に資しま
す。

事業の実施園【単年】

1
産前産後サ
ポーター派
遣事業

妊娠中または出産後
の体調不良等で身内
の支援が受けられな
い保護者に、家事・
育児支援や外出支援
（多胎）の必要な
サービスを行いま
す。

指標

情報交換会実施回数【単年】

指標

保幼小中交
流事業

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 拡充 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

①48日
②2日
③3日

目標値
(2028)

行程 実施 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

施策⑶　子育て情報の整理と提供

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４２３件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

８０９件
目標値
(2028)

政策２　子どもを通じて育て合い育ち合うまちづくり

施策⑴　地域の子育てネットワークづくりの推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 準備 実施 拡充 拡充 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

利用日数（①宿泊型②通所型③訪問型）
【単年】

①76日
②40日
③12日

項目

イ

方向性Ⅱ

子ども家
庭課

子ども未
来課

子ども家
庭課

子ども家
庭課

教育総務
課

指標

相談件数【単年】

ア 1

５件

子育てコン
シェルジュ
事業

低所得妊婦
初回健診費
助成事業

低所得の妊婦につい
て、経済的負担の軽
減を図るとともに、
状況を継続的に把握
し、必要な支援につ
なげるため、初回の
産科受診料を助成し
ます。

コミュニティスクール設置数【累計】

６校

2
産後ケア事
業

指標

相談件数【単年】

保育を中心とした施
設や子育て支援サー
ビスの利用に関する
相談を受け付けま
す。

指標

退院直後の母子に対
して心身のケアや育
児のサポート等を行
い、産後も安心して
子育てができるよう
支援します。利用者
は、宿泊型・通所
型・訪問型よりサー
ビスを選択して利用
できます。

指標

助成件数【単年】

1

3

項目

2

項目

母子保健コーディ
ネーターを配置し、
妊娠から出産・育児
まで関係部署と連携
し、切れ目ない支援
を行います。

５２２件

コミュニ
ティスクー
ル事業

母子保健
コーディ
ネーター事
業 指標

８１０件

地域の力を活かし、
地域一体となって魅
力ある学校づくりを
進めます。

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

①７３人
②５３人

目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３３９組
目標値
(2028)

政策３　子どもの健やかな成長を支える環境の整備

施策⑴　子どもが主体的に学ぶ機会の創出

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

６人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１５回
目標値
(2028)

子ども未
来課

生涯学習
課

子ども家
庭課

子ども未
来課

教育総務
課

保育園児童
館等地域交
流事業

若者から高齢者まで
の幅広い世代の地域
住民が保育園や児童
館等の環境整備や行
事にボランティアと
して関わることで、
子どもたちとの交流
を推進します。

イ

ウ

1
子育て支援
センター事
業

ア

項目

1

2

指標

市内の教育機関、児
童施設等に赴いて、
文化芸術による活動
（演奏、体験、教室
等）を行います。特
に、子どもの自発性
を育むため、体験型
の芸術活動を充実し
ます。

指標

①保育園登録者数【単年】
②児童館登録者数【単年】

①８０人
②７０人

６回

交流を目的とした講座等の数【単年】

英語科・外国語教育の授業を支援する外国語
ボランティア数【単年】

１５回

小学校３、４年生か
ら外国語教育を推進
するため、外国語に
触れる機会を設けま
す。また、大学や地
域人材等を活用し、
外国語教育を充実し
ます。

指標

指標

３５０組

利用組数【単年】

イ 1
文化芸術ア
ウトリーチ
事業

未就園児地
域交流事業

英語教育充
実事業

1

６人

就学前の幼児と保護
者を対象に、遊びの
指導や園児との交
流、子育て相談、保
護者及び子ども同士
の交流の機会を提供
します。

体験型の活動数【単年】

指標

子育て支援センター
で、子育てに不安や
悩みを抱える家庭に
対する育児相談や育
児に関する情報提供
をはじめ、育児講座
や保護者同士の交流
の場を提供します。

項目

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

ー
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１４３，７５６冊
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

８２回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

９３クラス
目標値
(2028)

施策⑵　安心して子どもが過ごせる場の整備

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

８園
目標値
(2028)

行程
着手・
完了

― ― ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2024)

みどりの
推進課

給食セン
ター

中央図書
館

中央図書
館

子ども未
来課

子ども未
来課

指標

指標

地域型保育事業所数【単年】

８園

子ども向けおはなし会の開催回数【単年】

９０回

指標

ウ 1

項目

指標

指導を行ったクラス数【単年】

７８クラス

中央図書館での小学生までの貸出冊数【単
年】

１４７，５００冊

エ

地域型保育
事業支援事
業

1

連携保育所等の協力
により、小規模保育
事業等の地域型保育
事業所に対して、保
育の運営・実施に対
する支援を行いま
す。

整備箇所数【累計】

１園

2
市が洞保育
園施設改修
事業

現在指定管理で運営
している市が洞保育
園・児童館を民間移
管するため、改修工
事を行います。

幼いときから子ども
の側に本がある環境
をつくり、自然と本
に親しみ、読書の楽
しさを知り、家で読
書を楽しむ子どもが
増えることを目的と
し、読書環境の整
備、読書のきっかけ
づくりや、読書の習
慣化を図ります。

指標

自然とのふれあい、
体験を通じた環境教
育、地域や人との交
流、食体験等の機会
を通じて学び、生き
る力を育み満足度を
計ります。 ｱﾝｹｰﾄ実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ数

全体の80％以上

カ 1
保育園給食
巡回指導事
業

オ 1

読み聞かせ
ボランティ
ア活動推進
事業

1
子ども読書
活動推進事
業

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｱﾝｹｰﾄで参加者のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ満足度が４段階評価
の「とても良かった」が8割を超えたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ数の割合
【単年】

平成こども
塾体験学習
事業

イ

指標

小学生から高齢世代
までの登録ボラン
ティアによる子ども
向けのおはなし会を
行い、多世代のボラ
ンティアと参加者が
交流する場を作りま
す。

給食時間に管理栄養
士が各園を訪問し
て、給食の状況把握
や専門的立場からの
助言指導を行うな
ど、各年齢や状況に
適した食育を実施し
ます。

項目

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 拡充 拡充 継続 継続 継続

基準値
(2023)

1,600人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１園
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１００％
目標値
(2028)

子ども未
来課

指標

給食セン
ター

教育総務
課

子ども未
来課

カ 1
アレルギー
対応給食提
供事業

乳と卵のアレルギー
を持つ園児、児童及
び生徒に対し、保護
者から提出された注
文表に基づき乳と卵
を除去したアレル
ギー対応食を提供し
ます。

オ 1
保育園自園
調理事業

保育園での自園調理
は子どもたちの五感
を豊かにし、心身の
成長につながること
から、保育所の改築
に合わせ、自園調理
の拡大を検討しま
す。 １園

指標

自園調理園数【単年】

対象児童生徒へのアレルギー対応食の提供割
合【単年】

１００％

エ

ウ 1

1

１，７００人

老朽化が進む小中学
校の屋根・外壁・天
井・内装・電気設
備・機械設備等の改
修工事を行います。

放課後の子
どもの居場
所拡充事業

小中学校施
設大規模改
修事業

大規模改修が完了した学校数【2024年度～2028年度累計】

２校

就労等による留守家
庭における子どもた
ちの安心・安全な居
場所を確保するた
め、放課後児童クラ
ブ及び学童保育所の
受入れを拡充しま
す。

指標

指標

児童の入会者数【単年】

項目

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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基本目標３　みんなで未来へつなぐ　緑はまちの宝物

政策１　万博理念を継承した自然との共生

施策⑴　豊かな自然環境の保全・活用

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 完了 ―

基準値
(2023)

０．３５ha
目標値
(2027)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５９，２０２㎡
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 完了 ―

基準値
(2023)

０．３５ha
目標値
(2027)

行程 準備 準備 着手 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

1回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

1回
目標値
(2028)

項目

里山保全活動実施面積【累計】

０．７ha

活動団体数【単年】

１団体

二ノ池湿地群保全管理計画推進協議会の開催
【単年】

1回

自然環境保全アドバイザー会議の開催【単
年】

1回

イ

1
里山保全管
理活用事業
【再掲】

「木望の森」を中心
とした東山地区周辺
の里山整備を行い、
地域資源としての里
山林の価値の向上に
取り組みます。

ウ 1
自然環境保
全事業

ア

里山に点在する湿地
等、貴重な生態系資
源が存在する区域へ
の保護エリアの指定
や、それらを保全し
ていくための活動を
行います。

指標

エ 1
自然環境保
全活動支援
事業

市民活動団体による
自然環境保全活動や
貴重種保全活動、外
来種駆除活動の支援
を行うとともに、東
部丘陵生態系ネット
ワーク協議会と調整
を図りながら、広域
での生物多様性の保
全活動を行います。

環境課

環境課

みどりの
推進課

方向性Ⅲ1
里山保全管
理活用事業

「木望の森」を中心
とした東山地区周辺
の里山整備を行い、
地域資源としての里
山林の価値の向上に
取り組みます。

指標

指標

里山保全活動実施面積【累計】

指標

香流川緑地、せせら
ぎの径等の緑道及び
緑地の適切な管理を
行い、利用者の快適
で安全な環境を確保
します。

指標

除草面積【単年】

５９，２０２㎡

０．７ha

みどりの
推進課

方向性Ⅲ

2
長久手版プ
レーパーク
事業

長久手の里山を活用
した子ども自身の意
思と発想で自由に遊
ぶことのできる場
（プレーパーク）で
活動する団体の発掘
と育成、活動支援を
行います。

みどりの
推進課

方向性Ⅲ

みどりの
推進課

方向性Ⅲ

指標

2
緑道維持管
理事業

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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施策⑵　自然に愛着を持つ地域づくりの推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２４５人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

1回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

施策⑶　まちの緑の創出

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 ― 実施 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

施策⑷　水辺に親しめる環境の整備

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続
着手・
完了

― ―

基準値
(2023)

１１本
目標値
(2026)

指標

スポンサー花壇実施箇所【累計】

９団体

みどりの
推進課

ｱﾝｹｰﾄ実施ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ数
全体の80％以上

平成こども
塾体験学習
事業
【再掲】

自然とのふれあい、
体験を通じた環境教
育、地域や人との交
流、食体験等の機会
を通じて学び、生き
る力を育み満足度を
計ります。

3

項目

1

整備本数【累計】

９０本

花いっぱい
事業
【新規】

企業等からの協賛を
得て、スポンサー花
壇を設置し、まちを
花いっぱいにしま
す。

項目

指標

指標

環境課

指標

環境課

1
香流川植栽
整備事業

「香流川整備計画」
に基づき、香流川中
上流域における、香
流川植栽整備を行
い、木陰とうるおい
のある水辺空間を整
えます。

みどりの
推進課

方向性Ⅲ

自然観察会・勉強会開催回数【単年】

1回

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｱﾝｹｰﾄで参加者のﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ満足度が４段階評価
の「とても良かった」が8割を超えたﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ数の割合
【単年】

指標

自然環境調
査事業

２０１２、２０１３
年度に行った本市全
域の自然環境調査を
土台に、環境指標種
については市民参加
による調査、自然性
の高い重要箇所につ
いては専門家による
モニタリング調査を
行います。

ア

2

1

自然保護の重要性を
知り、保全活動を担
う人材を育成するた
め、長久手の自然を
紹介する観察会や勉
強会を開催します。

みどりの
推進課

方向性Ⅲ

項目

自然環境調査への市民参加者数【単年】

２９５人

自然環境保
全人材育成
事業

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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政策２　農あるくらしの推進

施策⑴　農の活性化に向けた支援

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１件
目標値
(2028)

行程
着手・
実施

― ― ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３３人
目標値
(2028)

施策⑵　農の多様な担い手の育成

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

０人
目標値
(2028)

指標

１箇所

有害鳥獣による農作
物の被害を防止する
ため、有害鳥獣侵入
防護柵の設置費補助
等、有害鳥獣対策事
業を行います。

オ 1
田園バレー
事業

イ

指標

長久手農楽校受講者数【単年】

1
給食食材生
産会事業

イ

指標

環境への負担を軽減
し、安全な農産物を
提供するため、地域
特性に応じた農業を
推進します。

環境保全型農業によ
る安心・安全な農産
物を生産し、学校給
食に対して年間を通
じて安定的に市内農
産物の供給を行い、
食育を推進します。

1
有害鳥獣対
策事業

ウ 1
農業用施設
改修事業

農業に欠かせない水
源を確保、保全する
ため、河川からの取
水に必要な転倒ゲー
トの設置等、農業用
施設の改修・修繕を
行います。
また、農業用ため池
の浚渫工事を行いま
す。

ア 1
アグリサ
ポート振興
事業

アグリサポート振興
事業を導入し、農地
のマッチング等、
様々な人が行う農に
関わる取組を応援し
ます。

1
新規就農支
援事業

青年の就農意欲の喚
起と就農後の定着を
図るため、一定の要
件を満たす人を対象
として農業次世代人
材投資資金を交付し
ます。

指標

項目

エ

項目

４０人

みどりの
推進課

みどりの
推進課

農地の貸し手と借り手のマッチング件数【単
年】

５件

新規就農者数（新規資金交付対象者数）【単
年】

１人

指標

みどりの
推進課

みどりの
推進課

補助金による有害鳥獣侵入防護柵の設置件数【単年】

３件

ため池の浚渫箇所数【単年】

みどりの
推進課

みどりの
推進課

指標

学校給食に納品する農産物の生産者数【単
年】

１０人

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５８人
目標値
(2028)

政策３　地球にやさしい持続可能な社会の構築

施策⑴　くらしの低炭素化の推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４９件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１４件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２，６６６人
目標値
(2028)

１００件

2
接道緑化設
置補助事業

剪定枝粉砕機の貸出し件数【累計】

９０件

２５件

指標

スマートハウス化に対する支援件数【累計】

オ 1
環境配慮行
動促進事業

地球温暖化を防ぎ自
然災害に強いまちに
するため、省エネや
節電、環境に配慮し
た製品の選択等、一
人ひとりの積極的な
環境行動を支援しま
す。

指標

1

2

農業を活用した障が
いのある人の雇用機
会の拡大や、人手不
足による耕作放棄地
の有効活用のため、
農福連携に取り組み
ます。

項目

イ

指標

接道部の緑化を奨励
することで、みどり
の育成を推進し、潤
いのある市街地を形
成します。（R7～補
助の対象を生垣から
接道部に変更）

指標

剪定枝粉砕
機無償貸出
事業

市民の維持管理の負
担及び剪定枝等の活
用によるゴミ軽減の
ため、家庭用剪定枝
粉砕機を市民へ貸出
しを行います。

エ

ウ 1
地球温暖化
対策設備導
入促進事業

地球温暖化対策の推
進に向け、既存住宅
のスマートハウス化
を図るため、創エ
ネ、省エネ、畜エネ
設備の設置対する補
助を行います。

指標

接道緑化設置件数【累計】

環境配慮行動促進事業への参加者数【累計】

３，６６６人

項目

農福連携事
業

環境課

環境課

みどりの
推進課

みどりの
推進課

農作業に携わった障がいのある人の人数【単
年】

６０人

福祉課

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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施策⑵　ごみの減量化・資源化

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 見直 見直 見直 見直 見直

基準値
(2023)

４３０ｇ
目標値
(2028)

1人1日あたりの家庭系もえるごみ排出量【単
年】

４２０ｇ

項目

指標

イ 1
循環型社会
推進事業

循環型社会の構築に
向けて、ごみ・資源
の収集、処理方法の
より一層の充実を図
り、ごみの減量化・
資源化を推進しま
す。

環境課

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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基本目標４　誰もがいきいきと安心して暮らせるまち

政策１　住み慣れた場所で安心して暮らすことができる地域づくり

施策⑴　くらしを支える生活基盤の充実

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１１９者
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 実施 継続 継続 継続 完了

基準値
(2023)

８人
目標値
(2028)

項目

ア

1
地域共生社
会推進事業

指標

2
生活支援体
制整備事業
【再掲】

介護や生活支援が必
要になっても、住み
慣れた地域で安心し
て暮らせるよう、介
護予防の取組や簡単
な支援を地域で提供
できる体制づくりを
行います。

地域共生
推進課

方向性Ⅱ

制度の狭間等で支援が届
いていない人などに継続
的に関わることや、地区
社会福祉協議会等の場を
活用した地域への積極的
なアウトリーチにより、
自ら助けを求める力が弱
い人等を把握し、多様な
関係機関と連携して継続
的に関わり、伴走する支
援体制づくりに取り組み
ます。
また、受け止めた相談の
うち、複雑化・複合化し
た生活課題は、包括化推
進員が支援の調整役と
なって課題を解きほぐ
し、支援者が孤立しない
ようチームによる支援を
実施します。社会とのつ
ながりの支援が必要な場
合は、参加支援を行いま
す。
これらを、地域づくりに
向けた支援と一体的に実
施します。

１１９者

支援のために連携した関係者数（者）【単
年】

高齢者が自立した生活を送るために、生活支
援コーディネーターが支援した人数【単年】

長寿課 方向性Ⅱ

指標

3
計画相談支
援等推進事
業補助事業

市内の相談支援事業
所を増やし、障がい
者等の相談支援体制
を強化するため、市
内で新規に相談支援
事業所を開設する事
業者又は既存の相談
支援事業を拡大する
市内事業者に対し、
必要となる経費の一
部を補助します。

福祉課 方向性Ⅱ

指標

計画相談支援及び障害児相談支援に従事する
相談支援専門員の人数【累計】

４０人

１２人

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

①186件
②17回

目標値
(2028)

行程 準備 実施 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１８６件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

７人
目標値
(2028)

行程 実施 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

指標

参加事業者数【累計】

１５事業者

障がいのある方が地
域の中で自立した生
活を送れるように、
創作的活動、生産活
動、地域交流などの
機会を提供する地域
活動支援センターを
運営します。

福祉課

支援プラン作成件数【単年】

市民の複雑化・複合
化した問題に対応す
るため、関係機関の
情報共有・連携を円
滑に行うための包括
的な相談情報連携の
仕組みを構築しま
す。 １８５件

2
包括的支援
情報連携事
業

指標

2
就労支援モ
デル事業
【新規】

一般就労（障害者雇
用も含む）が難し
く、又福祉的就労も
希望しない人に向
け、地域の事業者の
参画と協働により就
労を通した社会参加
のきっかけの場づく
りを行うとともに、
多様な働き方が可能
な地域の体制整備に
取り組みます。

1
地域活動支
援センター
運営事業

ウ

1

１日あたりの平均利用者数【単年】

１５人

地域共生社
会推進事業
（相談支
援・参加支
援） 指標

地域共生
推進課
福祉政策
課

方向性Ⅱ

項目

制度の狭間等で支援が届
いていない人などに継続
的に関わることや、地区
社会福祉協議会等の場を
活用した地域への積極的
なアウトリーチにより、
自ら助けを求める力が弱
い人等を把握し、多様な
関係機関と連携して継続
的に関わり、伴走する支
援体制づくりに取り組み
ます。
また、受け止めた相談の
うち、複雑化・複合化し
た生活課題は、包括化推
進員が支援の調整役と
なって課題を解きほぐ
し、支援者が孤立しない
ようチームによる支援を
実施します。社会とのつ
ながりの支援が必要な場
合は、参加支援を行いま
す。
これらを、地域づくりに
向けた支援と一体的に実
施します。

①支援プラン作成件数【単年】
②支援会議等の実施回数【単年】

①１８５件
②１６回

地域共生
推進課

方向性Ⅱ

指標

福祉課

イ

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４２.２％
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１０人
目標値
(2028)

行程 実施 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

０人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１回
目標値
(2028)

９回

介護に興味がある
人、再就業を目指す
人を対象に、介護に
関する入門的研修や
潜在有資格者の職場
体験等を行います。
また、市内事業所等
に就職する者に対
し、資格取得のため
の研修費の助成を行
います。

２回

５０％

1
避難行動要
支援者支援
事業

2

1

個別避難計画作成率【単年】

戦争体験を次世代へ語り継ぐ講話（小中学校
への語り部の派遣）の開催回数【単年】

1
平和行政事
業

非核平和都市宣言に
基づき、市民と協力
し、戦争体験者等の
講話を開催するなど
の平和に関する催事
等を実施します。

指標

3

1
多文化共生
社会事業
【再掲】

外国人市民のニーズ
や国際情勢、本市に
おける多文化共生の
実態を把握し、外国
人市民が地域の一員
として活躍・生活す
ることができるよ
う、多文化共生の地
域づくりや国際交流
意識の醸成に取り組
みます。

指標

多文化共生促進事業数【単年】カ

指標

聴覚障がい
者アクセシ
ビリティ向
上事業

日進・長久手・東郷
聴覚障害者協会と連
携し、手話通訳付き
で聴覚障害者向けの
行政サービスや制度
の説明や聴覚障害者
や支援関係者との情
報交換を行う場を設
けます。

項目

エ

介護職員確
保事業

オ

キ

観光商工
課

行政課

災害時に自力での避
難が困難な障がい者
や高齢者等を対象
に、避難行動要支援
者登録及び個別避難
計画の作成を進め、
災害に備えた日頃の
見守り等に活用しま
す。

指標

長寿課

福祉政策
課

福祉課

介護職員確保人数【単年】

５人

手話奉仕員研修修了者数【累計】

３５人

指標

行政サービス等説明会の開催回数【単年】

１回

福祉課

指標

障がい者コ
ミュニケー
ション支援
事業

障がい等により意思
疎通が困難な人に対
して、手話通訳、要
約筆記、代読、代
筆、筆談等により意
思疎通を支援する人
材を育成します。

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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施策⑵　地域と一体となった防災力の向上

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５件
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５９地区
目標値
(2028)

行程 継続 継続 完了 ― ―

基準値
(2023)

９２ｍ
目標値
(2026)

行程 完了 ― ― ― ―

基準値
(2023)

４０ｍ
目標値
(2024)

行程 着手 完了 ― ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2025)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１２回
目標値
(2028)

行程 準備 着手 完了 ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

1エ

ア

1
防災士育成
促進事業

2
自主防災活
動支援事業

イ

項目

オ

安心安全
課

地域防災を担う人材
育成のため、防災士
資格取得費用の助成
を行うことで資格取
得を促進します。

安心安全
課

整備延長【累計】

３０８ｍ

拡幅延長【累計】

１１３ｍ

土木課

土木課

安心安全
課

生涯学習
課

安心安全
課

自主防災倉庫設置地区数【累計】

６２地区

指標

2
中根狭隘道
路対策事業

狭隘道路による通行
の支障や排水の民地
流入を解消するた
め、中根１号線外の
排水路の変更と道路
拡幅工事を行いま
す。

指標

1

文化の家施
設整備事業
（特定天
井）

森・風のホールの客
席天井、東西ガレリ
ア及びアトリウムの
天井が特定天井に該
当するため、利用者
の安全を考慮し、改
修します。

指標

3

指標

耐震性貯水
槽設置事業

1
岩作旧市街
地狭隘道路
整備事業

岩作地区生活道路整
備基本計画に沿っ
て、緊急車両の通行
が困難な狭隘道路を
解消するため、東島
２号線の拡幅工事を
行います。

防災士資格取得費用の助成件数【単年】

５件

消防水利の基準に基
づき、岩作東島地区
の消防水利を充実さ
せるため、狭隘道路
の整備等に合わせて
耐震性貯水槽を新た
に設置します。

消防団の防災対応力
向上及び尾三消防本
部との円滑な連携の
ため、長久手消防署
の指導による実災害
に即した訓練に取り
組みます。

消防署指導実働型定期訓練の回数【単年】

１２回

耐震性貯水槽設置数【単年】

１基

指標

消防署指導
実働型定期
訓練事業

指標

地域の自主防災活動
の活性化のため、自
主防災組織が開催す
る防災講習会や防災
資機材の貸与等の活
動支援を行います。

指標

改修施設数【累計】

１施設

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１２回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

①３０件
②１件

目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５９地区
目標値
(2028)

施策⑶　交通安全・防犯の推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２２団体
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２３回
目標値
(2028)

1

自主防犯活
動支援事業

項目

1

項目

オ

ク
都市計画
課

安心安全
課

消防署指導実働型定期訓練の回数【単年】

１２回

６２地区

安心安全
課

安心安全
課

防犯ボランティア団体数【単年】

自主防災倉庫設置地区数【累計】

①啓発活動戸別訪問件数【単年】
②木造住宅耐震改修補助実績件数【単年】

①３０件
②１件

安心安全
課

交通安全講習会の開催【単年】

３０回

指標

1

消防署指導
実働型定期
訓練事業
【再掲】

消防団の防災対応力
向上及び尾三消防本
部との円滑な連携の
ため、長久手消防署
の指導による実災害
に即した訓練に取り
組みます。

指標

交通安全啓
発事業

交通安全対策のため
の啓発事業の実施
や、物資の支給によ
る交通安全活動の支
援を行います。

住宅耐震事
業

住宅に対する耐震意
識を高め、地震に強
いまちづくりを行う
ため、木造住宅及び
非木造共同住宅を対
象とし、耐震診断・
耐震改修費の補助等
を行います。

ウ 1

ケ

２２団体

イ 1

地域住民の自主防犯
活動支援のため、講
習会の開催、支援資
機材の貸与、団体同
士の連携の機会を提
供する会議の開催等
を行います。

指標

自主防災活
動支援事業
【再掲】 指標

地域の自主防災活動
の活性化のため、自
主防災組織が開催す
る防災講習会や防災
資機材の貸与等の活
動支援を行います。

指標

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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政策２　地域の課題をみんなで解決

施策⑴　市民による助け合い・支え合いの地域づくりの推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１１地区
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１１地区
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１２９人
目標値
(2028)

長寿課

市民が地域の課題や支え合いについて話すこ
とができる場の設置数【累計】

１６地区

指標

指標

イ 1

1

地域共生社
会推進事業
（地域づく
り）

制度の狭間等で支援が届
いていない人などに継続
的に関わることや、地区
社会福祉協議会等の場を
活用した地域への積極的
なアウトリーチにより、
自ら助けを求める力が弱
い人等を把握し、多様な
関係機関と連携して継続
的に関わり、伴走する支
援体制づくりに取り組み
ます。
また、受け止めた相談の
うち、複雑化・複合化し
た生活課題は、包括化推
進員が支援の調整役と
なって課題を解きほぐ
し、支援者が孤立しない
ようチームによる支援を
実施します。社会とのつ
ながりの支援が必要な場
合は、参加支援を行いま
す。
これらを、地域づくりに
向けた支援と一体的に実
施します。

地域共生社
会推進事業
（地域づく
り）
【再掲】

項目

1

ワンコイン
サービス事
業
【再掲】

高齢者に役割と居場
所があり、また住み
慣れた家で安心して
暮らし続けられる地
域づくりを推進する
ため、在宅高齢者の
軽度な日常生活の困
りごとを、地域の有
償ボランティアが支
援する事業を行いま
す。

地域共生
推進課

方向性Ⅱ

指標

市民が地域の課題や支え合いについて話すこ
とができる場の設置数【累計】

１６地区

ア

地域共生
推進課

方向性Ⅱ

有償ボランティア（支援者）の人数【累計】

１５０人

制度の狭間等で支援が届
いていない人などに継続
的に関わることや、地区
社会福祉協議会等の場を
活用した地域への積極的
なアウトリーチにより、
自ら助けを求める力が弱
い人等を把握し、多様な
関係機関と連携して継続
的に関わり、伴走する支
援体制づくりに取り組み
ます。
また、受け止めた相談の
うち、複雑化・複合化し
た生活課題は、包括化推
進員が支援の調整役と
なって課題を解きほぐ
し、支援者が孤立しない
ようチームによる支援を
実施します。社会とのつ
ながりの支援が必要な場
合は、参加支援を行いま
す。
これらを、地域づくりに
向けた支援と一体的に実
施します。

ウ

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４箇所
目標値
(2028)

施策⑵　市民が気軽に身近で相談できる場づくり

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

①186件
②17回

目標値
(2028)

行程 準備 実施 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１８６件
目標値
(2028)

行程 実施 拡充 継続 継続 継続

基準値
(2023)

①―
②―

目標値
(2028)

指標

①支援プラン作成件数【単年】
②支援会議等の実施回数【単年】

①１８５件
②１６回

居場所（拠点）登録数【累計】

１６箇所

地域共生
推進課
福祉政策
課

方向性Ⅱ

地域共生
推進課

子ども家
庭課

指標

指標

子ども及び保護者
が、子育てに関わる
支援事業などを円滑
に利用できるよう、
市内子育て団体が身
近な場所で相談窓口
となり、寄り添い型
の支援を実施しま
す。また、関係機関
との連携強化等を行
います。

2

包括的支援
情報連携事
業
【再掲】

市民の複雑化・複合
化した問題に対応す
るため、関係機関の
情報共有・連携を円
滑に行うための包括
的な相談情報連携の
仕組みを構築しま
す。

地域共生
推進課

①相談対応件数（相談事業）【単年】
②地域の関係機関との面談件数（地域連携）
【単年】

①４８０件
②９件

1

1

項目

イ
地域子育て
相談事業

地域共生社
会推進事業
（相談支
援・参加支
援）
【再掲】

制度の狭間等で支援が届
いていない人などに継続
的に関わることや、地区
社会福祉協議会等の場を
活用した地域への積極的
なアウトリーチにより、
自ら助けを求める力が弱
い人等を把握し、多様な
関係機関と連携して継続
的に関わり、伴走する支
援体制づくりに取り組み
ます。
また、受け止めた相談の
うち、複雑化・複合化し
た生活課題は、包括化推
進員が支援の調整役と
なって課題を解きほぐ
し、支援者が孤立しない
ようチームによる支援を
実施します。社会とのつ
ながりの支援が必要な場
合は、参加支援を行いま
す。
これらを、地域づくりに
向けた支援と一体的に実
施します。

項目

エ 1

ア

支援プラン作成件数【単年】

１８５件

指標

居場所支援
事業
【再掲】

いきいきと健やかに
暮らせるまちづくり
のため、誰もが気軽
に立ち寄れ、地域の
相談窓口としての機
能等も備えた居場所
（拠点）の情報を収
集及び発信します。

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４箇所
目標値
(2028)

政策３　いくつになっても元気でいきいきと輝けるくらしの推進

施策⑴　市民の健康づくり

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２８９人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３４４人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

７３２人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２３７人
目標値
(2028)

2
居場所支援
事業
【再掲】

居場所（拠点）登録数【累計】

１６箇所

地域共生
推進課

いきいきと健やかに
暮らせるまちづくり
のため、誰もが気軽
に立ち寄れ、地域の
相談窓口としての機
能等も備えた居場所
（拠点）の情報を収
集及び発信します。

指標

受診者数【単年】

指標

2

指標

3
健康づくり
教室事業

健康づくりへの関心
を高め生活習慣の改
善を目的として、運
動体験できる教室や
健康に関する正しい
知識の普及を行う講
座を開催します。

健康推進
課

指標

健康リスクの高い人
に対し、受診勧奨通
知の送付を行い早期
受診を促すととも
に、対象を取り巻く
医療職・関係者が連
携して生活習慣改
善・栄養指導、服薬
指導を行うことで、
個人の健康管理能力
を高め病気の重症化
を防ぎます。

健康リスクが高い（HbA1ｃ6.5以上）になっ
た対象者の人数【単年】

２１５人

健康マイ
レージ事業

健康づくりへの取組
をマイレージ（ポイ
ント）とし、一定の
マイレージ獲得で特
典を付与することに
より、健康づくりに
チャレンジする人を
支援します。

健康推進
課

指標

保険医療
課

健康推進
課

項目

イ

項目

ア

健康診査を受ける機
会のない若い年齢
（１６歳から３９歳
まで）の人が健康診
査を受け、自らが健
康に意識を持ち、生
活習慣病を早期から
予防するよう３９歳
以下健診を行いま
す。 ３００人

健康マイレージ達成者数【単年】

５００人

健康講座の延参加者数【単年】

７００人

4
重症化予防
事業

1
３９歳以下
健診事業

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４箇所
目標値
(2028)

行程 実施 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 見直 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２４５回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

４回
目標値
(2028)

１６箇所

居場所（拠点）登録数【累計】

指標

地域共生
推進課

食に関する意識啓発の実施事業数【単年】

８回

指標

助成件数【単年】

６６件

健康推進
課

指標

オ 1
食の健康推
進事業

健康推進
課

健康推進
課

健康推進
課

若い世代も含め年代
に合わせた食に対す
る意識啓発を実施
し、生活習慣病の予
防を支援します。

帯状疱疹の発症率を
低減させ、重症化を
予防するため、帯状
疱疹ワクチン予防接
種の費用を助成しま
す。（令和７年４月
から予防接種法に基
づく定期接種開始に
伴い対象者変更）

誰もが気軽に健康相
談ができるようにす
るため、保健師が地
域に出向き、身近な
場所で健康や介護、
子育て等の悩みにつ
いて相談を受け、相
談内容に応じ、関係
部署と連携して支援
します。また、必要
のある家庭には訪問
も行います。

指標

エ 1
愛知医科大
学連携事業

愛知医科大学と締結
した医療を中心とす
る連携協定に基づ
き、愛知医科大学公
開講座を共催し、市
民の病気や医療に関
する正しい知識の習
得を支援します。

6

帯状疱疹ワ
クチン予防
接種費用助
成事業

イ 1
地域保健活
動事業

項目

ア

5
居場所支援
事業
【再掲】

いきいきと健やかに
暮らせるまちづくり
のため、誰もが気軽
に立ち寄れ、地域の
相談窓口としての機
能等も備えた居場所
（拠点）の情報を収
集及び発信します。

保健師の派遣回数【単年】

１２０回

公開講座開催回数【単年】

１回

指標

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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施策⑵　介護予防の推進

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１０人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２３店舗
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

７１人
目標値
(2028)

施策⑶　健康づくりの環境の整備

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 完了 ― ― ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2024)

行程 準備 準備 準備 準備 準備

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

項目

ア 1
地域いきい
きライフ推
進事業

市民をはじめとする
たくさんの主体の意
欲や能力を最大限に
発揮し、地域での健
康づくり活動や支え
合い活動等が創出さ
れるよう支援しま
す。

指標

イ 1
認知症理解
普及啓発事
業 指標

ウ 1
高齢者配食
サービス事
業

高齢者への配食サー
ビスの提供による見
守り、栄養状態の維
持・改善を図りま
す。

指標

長寿課

指標

イ 1
福祉の家公
民連携推進
事業

福祉の家の既存施設
（温泉交流施設、田
園バレー交流施設)
について民間事業者
の活力導入（公民連
携事業）により運営
転換等の選定手続き
を進めます。

企画政策
課

配食サービス利用者数【累計】

認知症にやさしいお店店舗数【累計】

指標

スポーツ施設整備数【累計】

―

長寿課

ウ 1
スポーツの
杜再整備事
業

借地となっている長
久手スポーツの杜用
地を公有地化し、市
内に点在する屋外ス
ポーツ施設の集約化
も考慮し、スポーツ
を楽しむ環境を再整
備します。

生涯学習
課

長寿課

公民連携の導入施設【累計】

２施設

認知症になっても住
み慣れた地域で安心
して暮らせるよう、
認知症について正し
く理解し、認知症の
人や家族を温かく見
守る店舗等を増やし
ます。

項目

８１人

介護予防ボランティア登録者数【累計】

３０店舗

６０人

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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基本目標５　いつでも　どこでも　誰とでも　広がる交流の輪

政策１　まちの資源を生かした市民同士の交流の促進

施策⑴　歴史の次世代への継承

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続  完了 ― ― ―

基準値
(2023)

９％
目標値
(2025)

行程 準備 着手 完了 ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

８，７６３冊
目標値
(2028)

施策⑵　文化芸術による交流

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１５回
目標値
(2028)

ア

項目

工事進捗率【累計】

１００％

整備する資料館の棟数【累計】

２棟

郷土資料等の資料数【累計】

９，３５０冊

項目

体験型の活動数【単年】

長久手の歴史や警固
祭りなどの民俗行
事、昔ながらの生活
に関する展示・解説
を行う歴史民俗資料
館を古戦場公園に整
備します。合わせ
て、市内に現存する
最古級の鳥居建て形
式の古民家を移設
し、歴史民俗資料館
の附帯施設として整
備するとともに、国
登録有形文化財に登
録することを目指し
ます。

1

文化芸術ア
ウトリーチ
事業
【再掲】

市内の教育機関、児
童施設等に赴いて、
文化芸術による活動
（演奏、体験、教室
等）を行います。特
に、子どもの自発性
を育むため、体験型
の芸術活動を充実し
ます。

ア 1
古戦場公園
再整備事業

貴重な文化財である
国指定史跡長久手古
戦場を保護継承し、
長久手古戦場野外活
動施設の見直しも含
めて一帯を有効活用
し、歴史の学びの
場、体験の場、交流
の場の拠点となるよ
う古戦場公園を再整
備します。

１５回

生涯学習
課

オ 1
地域資料収
集事業

地域に根ざした資料
を次世代に継承する
ため、司書が専門的
視点で郷土、行政に
関する資料を収集し
ます。

中央図書
館

指標

イ 1
歴史民俗体
験施設整備
事業

生涯学習
課

指標

指標

生涯学習
課

指標

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

２事業
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１７，５００人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１回
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１００人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

６人
目標値
(2028)

ア 2

文化芸術
ワーク
ショップ事
業

文化芸術をまちづく
りに生かすため、福
祉、観光等の専門家
と市民や文化の家利
用者との意見交換の
場を創出し、他部署
と連携したワーク
ショップやフォーラ
ムを開催します。

連携して行う事業数【単年】

６人

4
創造スタッ
フ創造活動
事業

創造スタッフとし
て、若手アーティス
トが文化の家事業の
企画や制作に関わる
ことで、キャリア形
成を支援します。ま
た、創造スタッフが
高齢者施設の活動等
において社会貢献に
つながる芸術活動が
できるよう支援しま
す。

指標

2

社会貢献につながる取組を行うアーティスト
の人数【累計】

指標

芸術鑑賞事
業

質の高い舞台芸術が
鑑賞・体験できる場
や機会を、音楽、演
劇、美術等多分野に
わたり子どもから大
人まで幅広く提供
し、まちへの愛着や
誇りを醸成します。
(R7は工事休館中の
ため、文化の家での
学校鑑賞会は実施し
ない）

生涯学習
課

生涯学習
課

指標

３事業

生涯学習
課

来場者数【単年】

１９，０００人

指標

3
アートス
クール事業

文化の家の多機能性
を活かした様々な分
野の講座やワーク
ショップを開催し、
市民がアートを体験
し、交流するための
きっかけづくりを行
います。(R7は工事
休館中のため短期講
座や講演会、ワーク
ショップの参加者数
を目標値とする）

生涯学習
課

指標

１００人

文化の家での学校鑑賞会開催回数【単年】

1回

新規受講人数【累計】

1

アートのま
ちフェス
ティバル事
業

文化の家をはじめと
する各施設、ギャラ
リー等市内全域で行
われるアートの祭典
を、市民アーティス
ト ・大学等とのパー
トナーシップで運営
します。(R7は工事
休館中のため、実行
委員会単独開催とす
る）

生涯学習
課

項目

イ

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１２事業
目標値
(2028)

施策⑶　スポーツを楽しむ環境の整備

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 準備 準備 準備 準備 準備

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

政策２　観光交流まちづくりの推進

施策⑴　観光交流スタイルの確立

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

６，８４０人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

７０，９５５回
目標値
(2028)

事業数【単年】

１２事業

項目

スポーツ施設整備数【累計】

ウ 1
市民企画支
援事業

市民が自ら企画提案
した事業について、
公益性が高い内容の
事業を支援します。 指標

項目

９６，０００回

イ 1

―

項目

交流プログラム参加者数【単年】

生涯学習
課

生涯学習
課

観光商工
課

指標

観光交流協会HP閲覧数【単年】

９，９００人

イ 1
スポーツの
杜再整備事
業【再掲】

借地となっている長
久手スポーツの杜用
地を公有地化し、市
内に点在する屋外ス
ポーツ施設の集約化
も考慮し、スポーツ
を楽しむ環境を再整
備します。

指標

1
リニモテラ
スにぎわい
創出事業

「リニモテラス公益
施設」をはじめリニ
モ長久手古戦場駅北
側のリニモテラスに
おいて、市民の新た
なつながりをつくる
ために、市民が主体
となってにぎわいを
創出する事業を行い
ます。

観光PR事業

SNSをはじめとする
様々な情報媒体を活
用し、関係各課と連
携をしながら長久手
市観光交流協会を主
体とした事業を行
い、観光交流情報の
効果的かつ積極的な
情報発信を行いま
す。

観光商工
課

ア

指標

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

３，７２７千人
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

５件
目標値
(2028)

施策⑵　魅力が広がる情報発信

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

７０，９５５回
目標値
(2028)

観光交流協会HP閲覧数【単年】

９６，０００回

８件

項目

ウ 1
観光交流協
会支援事業

長久手市観光交流協
会が行う、観光PRや
イベント実施、交流
の場の創出、新たな
地域資源の発掘等、
長久手市ならではの
魅力的な観光交流ま
ちづくりの実現のた
めに必要な事業を支
援します。

指標

エ 1
地域間交流
事業

他自治体と地域間を
超えた連携を行い、
特に長野県南木曽
町、兵庫県宝塚市と
の観光・歴史・文化
的資源を生かした市
民間及び自治体間の
交流を推進します。

指標

市内観光客数【単年】

６，００３千人

項目

自治体間相互訪問及び交流件数【累計】

指標

1
観光PR事業
【再掲】

SNSをはじめとする
様々な情報媒体を活
用し、関係各課と連
携をしながら長久手
市観光交流協会を主
体とした事業を行
い、観光交流情報の
効果的かつ積極的な
情報発信を行いま
す。

観光商工
課

観光商工
課

観光商工
課

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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基本目標６　あえて歩いてみたくなるまち

政策１　外出しやすい環境の整備

施策⑴　公共交通の利便性の向上

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

5,196千人
目標値
(2028)

行程 継続 拡充 拡充 継続 継続

基準値
(2023)

１３９，８９８人
目標値
(2028)

行程 着手 完了 ― ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2025)

施策⑵　安心して移動できる道路の整備

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 準備 準備 着手 完了 ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2027)

行程 準備 準備 準備
着手・
完了

―

基準値
(2023)

―
目標値
(2027)

市内各公共交通の利用者数【単年】

５，３１７千人

Ｎ-バス利用者数【単年】

項目

整備延長【累計】

3
デマンド型
交通実証実
験事業

東部地域の公共交通
ネットワーク改善の
検討のために、東部
地域において、N-バ
スに代わる新たな移
動手段としてデマン
ド交通型導入に向け
た実証実験を行いま
す。

指標

デマンド型交通導入判断【累計】

導入判断

1

Ｎ-バスの運行を継
続し、地域特性に
あった補助交通とな
るよう、他の公共交
通と連携しながら、
デマンド型交通実証
実験の状況を踏ま
え、路線の見直しや
運賃の改定を行いま
す。

長久手市地域公共交
通会議を開催し、交
通事業者、行政、市
民が連携しながら、
地域公共交通の確
保・維持及び活性化
を図り、地域にふさ
わしい公共交通を構
築します。

項目

指標

1
下川原下山
１号線整備
事業

人口の増加が見込ま
れる下山地区及び西
原山地区の住民が安
心・安全に通行でき
るよう、下山交差点
から下山橋まで東側
歩道を連続的に整備
します。

公共交通
ネットワー
ク構築事業

指標

2
巡回バス運
行再編事業

浮江隅田２
号線外拡幅
事業

将来交通量増加に対
応して、現況道路か
ら歩車道分離を行い
歩行者交通の安全確
保を図ることを目的
とし、安全で快適な
道路を整備します。

指標

イ

指標

ア

2

企画政策
課

１４１，０００人

２４０ｍ

土木課

２３０ｍ

安心安全
課

整備延長【累計】

土木課

安心安全
課

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 ― 準備
着手・
完了

― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

行程 継続 継続 完了 ― ―

基準値
(2023)

９２ｍ
目標値
(2026)

行程 完了 ― ― ― ―

基準値
(2023)

４０ｍ
目標値
(2024)

政策２　暮らして心地よい生活環境の形成

施策⑵　都市基盤施設の充実

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 完了 ― ― ―

基準値
(2023)

９３％
目標値
(2025)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

６，３８０㎡
目標値
(2028)

行程 ― 準備
着手・
完了

― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

拡幅延長【累計】

２６０ｍ

３０８ｍ

拡幅延長【累計】

１１３ｍ

８，９３３㎡

整備面積【累計】

４，３００㎡

事業費進捗率【累計】

１００％

市営卯塚墓園使用の
需要に応じるととも
に、美観を呈する緑
地公園として体裁を
保持し、墓参しやす
い環境を整えるた
め、墓園拡張整備を
行います。

指標

整備面積【累計】

旧香流苑跡地の一部
公有地として残す緑
地について、今まで
の意見交換会の意見
を踏まえつつ、緑地
整備を行います。

ウ

1

旧香流苑緑
地再整備事
業【新規】

岩作旧市街
地狭隘道路
整備事業
【再掲】

項目

ウ

1
卯塚墓園整
備事業

2

イ

指標

指標

狭隘道路による通行
の支障や排水の民地
流入を解消するた
め、中根１号線外の
排水路の変更と道路
拡幅工事を行いま
す。

1
下山土地区
画整理事業

優れた立地条件を生
かした新たな住宅地
の形成を目的とし
て、下山地区におい
て実施する土地区画
整理事業について、
土地区画整理組合と
の事業調整及び支援
により、事業の着実
な進捗を図ります。

指標

項目

ア 3

市道中川原
段ノ上１号
線外道路拡
幅事業【新
規】

香流苑の跡地利用に
伴い、道路の拡幅を
行います。 指標

都市計画
課

整備延長【累計】

岩作地区生活道路整
備基本計画に沿っ
て、緊急車両の通行
が困難な狭隘道路を
解消するため、東島
２号線の拡幅工事を
行います。

土木課

土木課

みどりの
推進課

土木課

環境課

2
中根狭隘道
路対策事業
【再掲】 指標

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 ― 継続 ― 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 ― 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１棟
目標値
(2028)

行程 準備 準備
着手・
完了

― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

1

杁ケ池公園
改修事業

供用開始から３５年
以上経過し、老朽化
がみられる杁ケ池公
園（杁ケ池体育館含
む）について、利用
者の利便性を高める
ための大規模改修を
行います。

下水道施設
長寿命化等
事業

みどりの
推進課

2

指標

耐震化施設数【2024年度～2028年度累計】

２棟

生涯学習
課

5

下水道課

土木課

指標

4

3

橋梁長寿命
化事業

橋梁長寿命化計画に
基づき、高根橋外２
３橋梁の長寿命化工
事及び耐震化工事を
行います。

公園長寿命
化事業

計画的に長久手浄化
センターの耐震化を
行い、持続可能な下
水道機能を確保しま
す。

都市公園において市
民主体の維持管理及
び利活用を推進して
いきます。

指標

①バリアフリー化工事に着手した公園数
【2024年度～2028年度累計】
②長寿命化工事を実施した公園数【2024年度
～2028年度累計】

①６公園
②８公園

「立地適正化計画」
に基づき、都市計画
税を活用しながら公
園のバリアフリー化
及び公園長寿命化工
事を行います。

愛護会主体のイベント実施件数（件）【年】

２５回

エ

指標

都市公園市
民協働事業

1

改修完了施設数【累計】

１施設

項目

舗装損傷が著しい下
山長筬1号線外6路線
の幹線道路につい
て、損傷程度から優
先順位を付け、順次
修繕工事を行いま
す。

指標

７路線

舗装修繕事
業

整備路線数【2024年度～2028年度累計】

修繕橋梁数【2024年度～2028年度累計】

土木課

２４橋

指標

みどりの
推進課

カ

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 準備 着手 完了 ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2026)

行程 準備 ― ―
着手・
完了

―

基準値
(2023)

―
目標値
(2027)

行程 ― 準備 準備 準備 着手

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 ― 準備 準備 準備 着手

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

行程 ―
着手・
完了

― ― ―

基準値
(2023)

―
目標値
(2025)

6

9

都市計画
課

指標

計画作成

中央図書館
設備等修
繕・改修工
事実施事業
【新規】

引き続き利用者の利
便増進を図るため、
老朽化が進んでい
る、電気・建築設
備、外構など建物全
体で改修対応が必要
な箇所を整理し、計
画的な改修工事を実
施します。

文化の家施
設整備事業
（一部改
修）

特定天井改修工事に
併せてホール客席外
周通路・楽屋通路な
どのＬＥＤ化、昇降
機改修、舞台監視カ
メラ・ＩＴＶ更新、
ホールホリゾント幕
のボーダーライトＬ
ＥＤ化等実施するこ
とで文化芸術による
交流のための環境整
備を行います。

指標

中央図書
館

改修施設数【累計】

１施設

改修施設数【累計】

１施設

都市再生整
備計画作成
事業【新
規】

立地適正化計画に位
置づけた誘導施設
（文化の家、図書
館、杁ケ池公園、古
戦場公園、長久手中
央２公園）や老朽化
した都市施設（道
路、公園等）におけ
る改修や賑わい創出
を支援するため、都
市再生整備計画を作
成します。

指標

生涯学習
課

項目

カ
8

文化の家修
繕・改修工
事実施事業
【新規】

文化の家は開館から
２６年が経過し、舞
台機構、音響、照明
設備を始め、電気・
建築設備、外構など
の劣化が進んでいま
す。計画的に修繕・
改修を行い、引き続
き利用者の利便増進
を図るため、設備な
どの修繕・改修対応
が必要な箇所を整理
し、計画的な修繕・
改修工事を実施しま
す。

生涯学習
課

指標

改修施設数【累計】

ー

7
せせらぎの
径再整備事
業

令和３年度の調査・
検討委託の結果、水
路部の流水機能を廃
止することとなった
せせらぎの径におい
て、水景施設等の施
設の再整備を行いま
す。

みどりの
推進課

指標

整備延長【累計】

３５０ｍ

計画の作成【単年】10

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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施策⑶　良好な住環境の形成

事業名 事業概要
2024
（R6）

2025
（R7）

2026
（R8）

2027
（R9）

2028
（R10）

担当課等 主要施策

行程 継続 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

１２件
目標値
(2028)

行程 準備 継続
着手・
完了

― ―

基準値
(2023)

１１本
目標値
(2026)

行程 実施 継続 継続 継続 継続

基準値
(2023)

―
目標値
(2028)

エ 1
都市計画
課

指標

イ

2
香流川植栽
整備事業
【再掲】

「香流川整備計画」
に基づき、香流川中
上流域における、香
流川植栽整備を行
い、木陰とうるおい
のある水辺空間を整
えます。

指標

1
街路樹市民
管理事業

アダプト制度を活用
し、街路樹の清掃、
除草、水やり及び損
傷等の情報提供につ
いて、市民の力を借
り、適正な管理を行
います。

指標

項目

空家等対策
推進事業

管理されていない空
家等を解消し、発生
を抑制することで、
良好な住環境の形成
を推進します。

市が受けた空家相談のうち、解消につながっ
た件数【単年】

１件

９０本

街路樹アダプト制度登録者数【累計】

２４件

整備本数【累計】
みどりの
推進課

方向性Ⅲ

みどりの
推進課

方向性Ⅲ

表の下線部については、前年度から変更になったものを示します。
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